
第1雷　日本弁欝士連合会の対応

日本弁儀士連合会薫日本大震災・正子力発t所事故嶋対応本部劃本納曇　永井　睾蠣

Ⅰ阪神・淡路大義災における支撫活動

（D　 法徽樽飯の真義

⑳　 法徽扶助協会との遺構

（D　 立法提曾

◎　 車ちづくり支緩

日本弁徽士義合会似下、＿川井勤という）では、平成7年に起きた野村・濃捧大義災

に胃して．弁義士軋震災襖の1年間で釣10万拝の蓼徽相薫を坤し、醐雛糊で

書‾ない間竃については、筐徽扶助散会（責力のない人に弁義士徽｛士卒曽払い鬱の女撫象

行う財団）鬱と連携しながら二法釣手簾の賓攣七・行った．また、寧人間の対寧、紛雷蠣決

だけでは対応できない劇こついては、土中鵬行う嶋、．償鼻声攣た行た．

Ⅱ：嘉日本大義災における災書復興支濃　■
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、「貞北龍方太平渾沖埠靂災雷対簾本榔上を敵雷

平成23年4月14日．

「薫日本大義災・輝子力集t所雷撃攣計算集撫」に改名
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①冊子力竃聯暮戚尊への対応．－
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日本弁徽逢せ余響に上る責攣体欄

1舞科法徽細緻の真義
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【支徽活■】■■

血　嘗災穐＃疇土合による細漕劇

＞、■薯攣鼻弁義主義、仙台弁義士曇、傷▲轟弁義士嚢が中心

＞　雷洲腑ら蘭徽相徽およびlm榊l儀による集鴨塾徽僧徽冊

＞　F本棚舶シター、胃‾＊葬儀壷暮合食、■亀井義士曇と筆擁

◎　■日弁連・■暮舞義士柵よる血相’
＞　着手轟‾・
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・竃ペ300名の弁儀士や1■000韓を揮える紳輔を義義　、・

・‾竃徽曽叡榊な住宅ローンの鼻祖の間竃を薄さ彫りにし、r私的義糧に■するガ

イけインJの｝走に大きく責欺（弁儀土嚢の公蔓性と立塾嘉轟の集約）

・書嶋鴨と欄量について蠣鴨・■∴十

、ノ1二＞′攣轟鴨　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・㍉■㌧∴∴

・憮雷的な紳義士ゐ細によ各軸義の集嶋‾・■
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との靡儀の｛霊など、徽触かけるこ■ととな今だ．LL一方で∵弁義士嚢が、典書岬においてこ

叩雇えることができたこと、あ

香いは、鞭叫坤鮨鮒て寧幹事事の嘉納ができt鴨にこ量ローンの職についt
は、立義青書に　寧裡った．J7．
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陣義和鰍の穐艦－千年で3万件以上の無粋相緻】

（阪神淡路大震災の時は）

①　紛争予防機能　．

◎　鞭打的支線機能

◎　パ三ッタ防止機艶、

く加えて、貫日本犬雷猟では）－

④　惰儀徽供機鵬

⑤　立法雷稟収集鶴亀

法徽相鱗に．は、中綿●予防機鴨、⑳精神的支撫繍嵐⑳′くニッタ防止蠣鞭、◎情義撫供

嶋嵐◎立さ事実収集機麓が亀められる．

まず、災雷鴫において、法雷檜鱗を行うことは、その磯の紛争予防櫓義があると考えら

れる．雁檜・韓鰭大義災削こおいでも、上鷺のとおり塾徽相麒瞥真義したが、震災前の平

成6年と比較し、平成7年、8年、‾9年の各地方義朝所における民事訴訟の申立件数は減

少している，これは、上記10万件に及ぶ詮攣鶴牧によぅて、被災雷闘士に法的な指針が轟

亀やきたことによって、辞し合いに上る紛争蠣決が実景できたからだと考えられる．

次に、法徽頼義は、悩みを訴える嶋でもあり、一義のカウンセリングの嶋鐘があり、鰯

を■いた弁儀士白身が被災雷である場合には、間じ月集で欝と聞くことができることによ

って、精神的な支機を行うことが可脆となる．

また、関稟大震災では、義nt艦こすというヂマに上って、在日鴨鯵人が一触の市民に

よって多数最暮されたが、塾讐相脚鼻竃によって、法韓に従って蠣決する鷺嶋が義災嶋

に曽及し、塾の文巳が回復できるというパニック防止機能もあると考えられる．

さらに、韓災自治体が機嶋不幸に貼っている阜ころで、・拳靂細興奮逢して、被災雷に対

する公的なサーデスを豪．内したり、攣災曽車活幕義吏撫法とい‾つた艶簾の坤を晰した

、その虹‾醐嘲転・よっ七、鱒雷の；一彗頑恒・鱒で卓二と＿マ・、曹輝き■
■摩る印があ尋無象とらえ、革嘩撫雷蛸や．・線ら＿薫昇華料率葬興や亨噂雷
は、弁義士であったことから、濃徽帽鷺の集状倒■み、・濃やかに立融檜量の事績k入り、

＿準韓の憫走を稟覆した．

（3）．寧日嶋真義の工夫

法徽精義にあたって隠、暮蘭に災書に｛する法輪Wの＿Q＆人の作成や轟鼻に鍬する研

・捧尊書街iとともに、車重ざま御簾の■けlのためのグタメ¢胃瞥した義義　桝ここ細

蝿のブースを設けでも、鷺北の方汝、気鷺もあってかなかなか鶉義に愴れなlⅧ鵬にある．

≡：禁霊……志ご慧先王認禁詔鐙：多い吋儀批

しかし、訪韓積鱗を豪内するビラと作成し、配っても檜てられてしまったことから、改

曽薫として、ティツシ1ペーパーやボールペンなどに弁義士会の皐鮒を入れて配布し、津

徽欄鷺を轟内したところ、漉すと書に会館が生まれ、少しずっ精義につなげていくことが

できるよ咋撃った．

また、攣草雷象確成し．畿災曽生活幕義東義塾のしくみ書わかりやすく紹介することに

ょって、貫躯僕し、勢■榊の雫嘉に扇や
（4）．画面畦如加卜臼井濃と亀井攣≠華の岬

ン・．月井事幹線叫こ仕儀災攣葬儀土嚢の手撫蓼蘭鱒¢饗．ご

＞＿丈攣した心血外のi義士会と韓楓絶弁事事傘と？血．

薬曹＊大義鈍に知ナる辞儀楕嚢を真義して、明徽七なった■竃として．ます、畢嶋の弁

義士曇あるい錘触土嚢との｛義という轟があげられるこ∴■・■主‘　　勇一r・・・

搬叫に檜して細田ゆめ弁義士曇か如ける印庵■っやは上皇中綿陛鼻炎曽義輝棄

撫蝿鴨とい　相互支犠醜亀に纂づく必賽があるが、簾災穐弁儀士会の支義雷腋が必雷と豪

められている．これは、∴緻巣鴨の住艶の嶋綱の岬雷は、■義倶嶋の舞鶴■盤やあるというtr

りの両や、徽嶋の蓼嘘▲したものといえる．、さらに女轟に鐘くこととなると∴その手鏡ヾ′

徽義が慎恥■なるという蓼もあげられる．しかし、全■均弁儀主としては文飾こ行書たい

という強い鴨竃もあゥて、この点の職が儀蝉であり幽霊な点であるいえる．

2　鼻炎轟－D、Rめ真義・・一　　　　　　　　　　　　　　　　　・▲心で′

（1）抽象と㈹つ多義の韓典雷のための義鶉、鳩轟、i食傷な手義が必雷く

AD　とと　義義苓芸事手芸　　仁ととでありこ鴨覿‾榔こTt＋公正、蒙鐘に檜雷t岬決す

るという嘲匝　争・事典に傭るADRについて吼F弁遍のみなりす脾臓雷れ』嚢義▲
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川納付鱒坤蜘再印画柏や■
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＞■t群棚央＿　ノこ・‾

＞∴鶴鞘1つ鍬の攣紺（1‾0万人？竃■曽）金員が義轟申立尊書することは蝉

；■　慎鶉的・義欄折の姓鶴亀力の闊界　こ

＞∵雷魚の樺で生息轟義象轟醸し、轟和義機転鏑緑すさことで義線的に



低コストでの経済遭｛・幕義を集た十必蔓性

【当初の方針】

＞　法韓．に上る徽嶋■敵機嶋の投雷蓼鼠　呼虞の鴨政令J

【縫欄】

」＞　■人鷹薪

→r義人償獅雷の私的義凛に鋼するガイドラインJ

l、景高嶋、全攣協、臼井濃蠣とで櫨義・

＞　絶入尊の鷹揚

→貞取り法集の馴鹿へ

ま、ず、ニ量ローンADRである．ニ霊ローンとは、ローン聖組んで攣嶋などを麟入した机

攣波零時より義嶋が滞れてしまったにもかかわらず、なおP－ンが奉っている、という不

細な徽恥いう．享■ローンは、決して二義たローン寧血場倉の坤いうのではなく、
不合理な義務を繚している．二義ローシの間欄は、翳縛・淡臨大義災のときにも間胃とな

ったが、貫日本犬雷災のほうがさらに職員な州薫といえる．二▲ローYに■する法徽櫓鴨
は、′阪神・淡路大震災では、論陣相靡全体の■2％であったものの、薫日本大義災で軋20％

を占めて†、る・＿′
また、不動量に関しては、薫日本大震災では地盤が沈下して担保傭義が繊少してしまう

事亀が生じている．．また、畿労先が失われてしまう、月々の堰許が月雷な雷鐘が生じると

いった賑祷・痛論大鳥災キク暮いがみ．られる．さらに多数の雛災著にもかかわらず、弁徽

士は、ノ鰻重轟の弁義士は抑人、甘嬢鼻はさ防人、犠島外は1帥人と少人数であり、この少

人数で、仲不仲、ノ何十寿件と尭生す印あろう麟蔵な＿どの事挑む行うこと岬可能である。

．緻災の蜘療抽確なとこ如浜■、槙能力車線えてしぎぅ三土とが竃吏‾られる・そ

の輪舞、廟も車線一潜ってし＿か、、その暇義を義よしなければならなくなるとい，う

伏義にな’熊童．細面やることから・義鎮嶋t僧した雷鴨雷義光全景が－中

層？鴨痍禽J‾と寧†、二．阜榊とLtぎ軌鱒隼顆叩鱒り岬象欝雷して、町、敵
っためちにその儀嶋象嬢するということ有線しも∴

て≡？還諾‡禁…；㌍…澤三三三㌢：：濃；禁禁；
イ＿ン遡

る．こ

弁蠣士軋覆細甲や人が鸞徽されてい
摘歳強轟鮪、」鵬膿鵬とわ女劃こつい

て叩ポTトし√船雷の蠣決に．あたりていも一方で、企義の撫養に鴨しては、擁式会杜

薫日本大義災事義曽幕生支撫儀構鶴が平鷹幻年11月に蠣癒されたところである＿．

（3）輝子力繍書摩償ADR

＞ ．粛子力嶋雷鯵義絶■雷董会の腰雷
・暢儀暮攣雷につ†、七由との嘗義

＞　庸子力損榔 帥 争奪饗金の削田峠欄する緻倉の改正
チ＿貯 坤 叫 叫 血●疇叔 セシ ここ細 立

緻岬亨．頑 士が中，中とした粛三曽徽｛の攣t　 ′
■（串 琳 憺攣攣 鰭紬 闘 縛介劃
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力鵬 蜘 鵬 l彿 k セシター細 義されも．■三三や抜、■′戌 んという仲介蓼鼻によっt ★

貫t力生霊鱒華と¢叫が行われ、、ゎ鱒集が徽示されることによサ、L鯵●州決すること

にな隼羊坤介筆1こ鱒、弁義も覆義の納雷が徽加することになっている．
（4 上 着義幸会の嚢典 A D R ．
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＞ソ ヰ攣センタナJ の鐘雷

臭
日　　　　 では
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【｛査l

＞′各地の相鉄雷蘭分析、臼井遵芥子カプロジェクトチームに上る覆地・『係機開挑轟

t徽曹】

＞庸子力発雷所事故嶋に欄逢して36本の霊鳥雷、雷明、書柵畿書と発情（11月2

日覆在）

（綱）

・「柵轟け1の攣捜嶋の校f・校轟蝉の利用わ鱒に料する曽定的考えかこつい

て」に騨十号会員′覇（4月22日）

・＿r橿島貫一層子力発竃析事故の損書鰭傷の韓組みについての霊泉義j（8月

22日）

次に．・原子力葬雷析＊鱒への対応と．して、＿放射亀汚染に申して『董し、．攣雷を行った．
（2〉ノ九千力醜嚢臓傷幹雷への対応

●　計求雷の間雷鳥

．精算集積の問轟、不助鳶血書の欠幕、加書曽儀による艦徽方法の繚韓

●　日弁連の対鹿

悦明会の闊肌傷嘉を畔える雷鳥広告、書徽政府雷鑓

●　霊府・『全

景貫tカた如ト

＞　構讐瞳慎精嚢の責襖について

冬場における弁疇虎の織成、麓彿会、駈敵陣全のたわの壌災讐ノ∵卜J「やさ

しいよ発事故蝿雷脚申出書上層子力線義臓儀責徽嶋嶋による惰徽徽供濃艶への嶋カ

町子力芦雷析？事附こかかわる義も霊大な蘭鴨として坤の岬があげられる．．

真東i加・傷Ml蘭i坤Wの事如伴う鱒鱒の■坤を鱒ト．義災雷に

送付したうネT、蘭鱒用する二七としている・この世雷は開幕年及恥重たその儀

嵐が血貫もあることから鷺みこなすこと細事であるうえに、精霊集礪まで鷺けちれて

お，、徽蔵書に則って撫燥モ行った磯には、その徽、新たな徽書が鶉生しても、′幕慶あ曽

＊瞥罷めないとしている．・また、不敵量に欝する欝雷については覆鴨が欠暮していたち、・

通常不封亨鶉lごよる鶴轟静韓の檜細岬は3年であるはずが、薫真竃力作虞の徽求雷では、

2カ■月以内に和幸しなければ失効Ltしまうよう．納薯とならているな草．さまざまな
蘭疇鳥が嘗められる．1

さらに軋真東t力が各地で輝線している観翳会では、義災雷が儀義人の職明鼻に上っ

て柵炊事へ中絶義を靡攣されて〔まい、不正義寧臓雷の岬彙雷机鶉壊されTいる危仇が
ある．

この鷺真t力が作成した檜水雷については、緻府も．鵬義視しており、雷真t力鋤も檜

算象疇の削除や手鏡・臓の簡鼻化といった間鴨点の政義象個ったようではあるものの、・

集臓には、上覿精募集額はすべて鱒触鰍されたわけではないようである．

この鱒血と対してF弁暮としては、嶋荒め薪｛に注鷺主義裁するための霊鳥広告や、全

景■損亡由す形で義炎義夫緩む真義した軋亀方で、臼井竃が一方の蓋事雷に立って何ら

かの手鱒と行う声いったことは不可龍ではあることから、各蝿の弁義士の雷鳥により弁疇

由鳩郎れ・法的な蝿雷と鱒いわーならも叫と†、ったこと車間十島蜘曇川蝉さ坤
、ている．あか、は、弁義士会が義災豪′「トと†、ラものや作虚し∴慮与力蠣韓に俸っ七、

いつ∴どの上古・な押　し、とやよなな鴨一仕ヒたかという義姉轟纂抑こ彿っtt義

で拍暮料軒、r．－る．こ電印したり，rヤ琴‾叶細事坤鵬償中頭jという⊥

チェックタ和簡嶋でわかりやす叫求義の書聖鱒亘・
また、轟車力鵬鯵雷文壇嶋如細身嘉に、■義災穐丁の州棚板「ム坤軒畠こ

と？油蝉り、．葬軒l・李と細鮭‾8名君1■ト、ふき隼、細も如岬亘曾て
の瞳触全行抒た。伽細チ⊥ムドよる覿蠣曇では、．．当然、簾景t力め檜細たちいて

も戒覇を行い、亀の闘暮加とっいて徽艶しヰいる．この観『傘で鱒、事典岬の東京霊力と
被災機とのかかわり七上って、被災者あ反応たはさまざまなものがあり、弁讐士鬱は不什

鮎やち鱒t力を鱒膿したり・鱒窄、血Iカへの不愴により弁義士への欄亨卿の
紋嶋をする嶋薗もみられた．

4．立捻轟曾

○阪柵・葬瞥大義災

・ナ轟雷から虚立した澹雫は〇本

○薫叩大雷災＿
＞塵賽柳本の塾徽蠣塵・義僧体竃用〉象稟覆（1・0月覆船

脚癖瞭抽象血の軌、

‾箪齢精鎧
▲●小暮←tt止鴎ま撫年上職

／′

眞鼻，弁徽劃こ対する義鼻、緻檜的中立



＞　 会員 を中心 とす る復鼻支凛の理念

＞　 8 本弁慎士敦治遭1 との義構 1

＞　 法雷人材の壇集や撫讐臓慎支濃蘭雷への檎轟

＞ ′兵嘉員弁¶ 土台 ・徴｛研弗騰綱の知見

＞　 柵宅田離著 ・放射脆朋■な ど曽義■の嚢似体験 ・畿災で関心が雛糟

＞　 霊災以鴨の霊大事件の不発生

は 舞的方法鶴 1 ．

徽雷、省庁 ・義員 レクチ ャー、院内集会、雷名 活勤、マスコミのせ輪形戚

日舞肇の立醸轟雷の繕鼻、貫目＊大義華に鋼し叩，8本の紘韓の蠣走、あるいは蠣鑑
の阻止七真覆した●＿

阪神・糠棒大鼻災のときも、＿日舞峯は雷典昭の立艶に向けて活劇をした軋虚集は縛

らぬかった（嚢災着生桝鐘責撫如、弁義士の鱒研情わ州濃氏とともに、畑

を轟きかけたものである）．

薫日本大嶋災に掛ナる立法糟鷹として、まず、相続放棄の熟慮期間の蔵最があげられる．

相鏡放棄の熟慮斯間の伸張と臥相蝿放棄を嶋村ナる期間臥■法徽上機相練人？死亡を知

った書け叫ら3カ月とされているが、▲災の蝿事象tみるとあまりに舶岬であることから、

これセ8カ＿月とし、竃景したものである．

また、災雷弔意金と吼亡くなった方の義嬢に弔懸金を支払う蠣虞であるが、暮茶の義

鰻とE偶肴に責絶糧があらとされていたところ、さらに兄弟嶋嬢まで拡大した．

災糊義資金は、＊災筆にお食と貸し彿する蠣虞もぁ与．こわ鰍こねた○て札判事

は一徽3症おり、係駄大拍手ごとが必事ときれていたが＿、変更を促し、隕旺人は必需

のものとはせずt隕瞳人を付ける嶋倉の判嶋は1．年％、霹取入を付けない場合鱒さ％となっ

また、義触、撫災ね鱒幕義支ぬのヨ撫i碩鴨療▲亘っいt軋ノ劃雷睾義止

復興暮本法につ・．、てlま、鱒鱒の禦鱒にふゎ庵料ではないもわあ，■iゐ義典

雷の畑の覆鼻象めざすという亀かごつい蕪、日輪坤耶fp、慮り煎努iことに
なった∴
そめ他」■、三貴叶シのADR■や痛手力貞義紬に俸ケAmlとも‾いて軋上記i●膚さ

れたい．

「ガでJ轟如土地鵬轟鵬鴫嘘痩（以下、†轟爽勤とい，）の遭用について軋こ

れを鼻邁るよう撫雷を行った蠣鱒綾は、そもそも土中離職●の敗●正義．土蝿の不義寧

傷嶋よりも土鳩上に竃て．られた′くウシクの鍵樽が轟いと削こ、－その′くチックの景色雷の嶋

利敵轟操するたわk貯けられた法雷であり．賊の＿社創こは全く遍脅しか、ものであった

が、阪柵・淡峰大義災わと書■Iこは、この湊韓が雷用きれ榊戸では濃乱が生じた．したが

って、錐楽日弁蓋では改正を求わていたが、貫日本大義災においては、仙台弁義士曇や真

北弁義士会遽合金から反対の霊鳥が出され、蓼犠省とともに覆嶋■蔓をした鰭鼻、この轟

災塾の竃用は鼻通られることとなった．

これまで月井濃では、さまざまな義正で立鈷徽雷を行うてきたものの、なかなか法雷の

剛走を嘉覆することができなかった．それ臥徽青書の作成が虞集となづてしまったり、

緻｝加入鴎陣とLtの瞳嶋やJ＿義絶への不慮．儀1があったことに上り、繍蜘帖立勤王

かかわってこなかゥた鳥があげられる．、iた‘欄檜鷺からbF弁暮んの不柵がぬたよう

でやる・しかし・■舶雫大義災鱒｛してはJ傷義雷鶴舞灯下∵義雷にと■甘柿す鎗徽？事

亨を方針とし、徽鮒日韓嶋を下った縫舞，＿・卿勤t責覆した．

覆如駄弁儀手嶋檜暮竃鏑じて、弁義士と鮎義人との染濃が罰．ら九七いたり、任

納付書公葬鼻と．して、弁疇士が曹斤で儀く千早Ft．つて、さまざまな義雷や曾斤のレクチ
ャーなど中雷撫■墾行っている．

打率輌頑　■
（1）真F本大義災鴨雷あ哺■

【榊・＿淡糟大義災l

叫精神の叩隼不発生
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＞　色揚体情義＿・サーどよの濃絶
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i号⊥呈ナィ

か脇扶・し疲ら・■濃緑もi′、叔縦項蝉融融吋顧
碍子に上島轟義の嶋青には父嘉との胃練が靡穐してLtやたわ、それ㈱父尊め轟

戚締賦払適揖襲鵡‾も∴′
脱線搬も：‾棚減醜竜彿由扁轟く‾▲j■去れ★義士曇として

ば、■‘脚静脈fT鸞攣馨糟うことができ 真や＊大震災において



＞ 法韓相畿事 例の集約

～ 各檀惰儀提供機能

＞ 自治体 と．の遵 携

ゝ 専門職櫨 ・1呼 0 との連携

＞ コ ミュニティー触遺文撫

＞ 広檎支撫体欄のネ ッ トワーク化

金属の各弁義士会は二台檜体尊へゐ蘭合せによる儀撫雷の把雷に努めでいるが、鶉

一次濃義所や公的鷹腋の嶋断は胃示されるものの、第二次義勝、私的な義輝、ホテ

ル・といった場所に？いては｛示されないため改讐拍めたいと雪キている．

また、各地で絵筆繊義を待ちたり、義扱者が竃義折から仮徽住宅に暮った嶋各にお

い七も、儀別肋間による法徽相義士真義し、讐義雷に向けて自給韓の惰嶋を撫供する

1よう露わ七いるこぁか、は；‾1■牡などの専門蒙やNpOとの暮構、ゴミュ主ティ劇投の

支儀、県人会創毅の支捜、イベントの真義、支撫障嶋のネットワーク化を行っている．

6　復集まちづくり安濃

（1）薫F♯大義災における鴨鷺

日本弁攣士暮合さをはじめとする弁義士チームに上り嶋方公共団体と嶋■したは ちづく
り東撫」掌真義

l厭柵 ・．艶捧大貴災】＿

闊柵 ・淡闊まちづく■り責撫撫徽 （弁義士讐専門士義で構成）による 1 0 のまちづくり文

雄

【薫日オ大農災の雷舶

①住最の自己決露の事績像韓がな11、⑧鼻と癖町村の散｛分姐、⑳市町村の慎鼻貯雷簾二

珊 九 ◎檜叫 如 上示 虫攣r q h l ，即 事静粛慎h 師 と佳節の聯 I

顧柵・濃艶大事災下駄＿＃義士は椚霊草琴糠←て～10中華ちづ子9に儀阜Lヰ一・
薫日本車攣抑こ叫李まちづくり支鮒こ細る鵬として、ます二位島に阜己快走の手

鱒鱒咋い点祀あ町的る・や享も紳檜劉こは需簾叩坤卵チ？、・亨こや雷雷欝虚
し行橡の霊鳥への鍬義なつくるという讐傷がないこと・から、嶋｛霊のサポートが必賽でム

古と毎朝笹・・・こ、そう、　　　∴一一、

重た、轟と市町村の細分札が『義ではないという徽媚もあり、蘭町村に大きな鼻瞳が

かかって卵．鴨に申町村のまちづくり朴雷などの薫鰹にあたっては、専（蒙が槍先する

′必嘉寧あろう．

檜区画につナ、．駄駄耕な事攣睾いう町メリット加わられ由i・、紬義●か、き■

なり檜ち込ふこ与に上？て、攣鱒嶋鱒わ繍利が事きれふいか・牌があり、慎▲な対応
1棟められる．．

（2）　弁義士の投岬　，

【まもづくり支糠と一弁｝士の緻儀】　■

申榊鱒の桝、叫・鴨方公共団体の檜嶋取得・⑳住民との嶋糾■霊について地方

公共団体へ助鐘、緬と佳良の霊鳥女糠などにおける嶋泉離島◎．塾的鼻鴨の停匿、・

⑪佳良暮慮た行尊へ貞義ノ

血｛義雷】′

①まちづくり鵬鴎，■．◎専（雷れ細よ、◎蠍（雛曇義、⑳如霊鳥の反鴨手鏡、◎住
民霊鳥の反換手義ご薗撫｛雷雷の鵬ih

ト、■、r舶集細瓜における義鼻に撫ナる雛曽J（10月‾188）

l義災穐弁義士象と’の遽繍七主義t鶉線したところl

弁義士たよるまちづくり吏鍵と■■して、＿由鵬はIこついてあ佳良六のthあ古いは細
士は、繍義の線鵬虚けヤすい1ことムも繭や鳥海如情義と鴨鶉し議員仁義供すム童た、

義界など軸鵬の助曾れたり，‘仕儀『士の霊泉嬢の職印、鵬の嶋貞義亀糟

うほれ瞳義上聞かがないカ坤ど瞳的鼻鱒を保鼓したり、佳良の曽恩寧巧緻卿と1切に伝

えるといった投網を覿うことができる．

現在、雷城、着手の井疇土台では、上紀のようなまちづくり支濃と胃婦している．

Ⅲ　自弁遍の災書攣鼻細体鱒

【麗鱒・濃義夫鼻炎1

－鴫的叫坤癖明知珊立さ‡正一
は日事大靡炎l’′1

上　嶋か岬埴＊・輪鶉儀細■．

＞1■‾錦弁巌極細騰貴拙走・薫月の義儀
．．＞■ii鼻i主i曾彙

・野蒜諾∴〕
t徽嶋雷・1雷｝儀▲轟■■・▲■■■●

′下鶉・靡■大義集めと曹韓こ ■膿轟た札災義義■細脚lよ徽けちれなかづたi：・この虞

雷に暮づ肴：鷺楓貴大雷雛や棟鷺義靡鴨畿尭徽しこ・、竃は電離1鋲も儀は九州1㌔檜嶋まで、

金轟咽弁義士膿が上七轟凛離せ鼻輪している． 亡失．）■＿㌧


